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「
ナ
サ
ケ
 
ハ
 
ー
ハ
ノ
カ
ノ
メ
 
ナ
ー
フ
ナ
ハ
」
 
考
 
 

－
 
延
慶
本
F
平
家
物
梧
』
所
載
敬
一
首
の
典
拠
と
変
東
T
l
 
 

犬
 
井
 
喜
 
寿
 
 

二
）
 
 
 

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
巷
五
木
「
六
、
梶
原
与
佐
々
木
馬
所
望
事
」
は
、
寿
 
 

永
三
年
（
元
麿
元
年
・
「
一
八
四
）
正
月
、
木
骨
義
仲
追
討
の
為
に
上
洛
す
る
 
 

梶
原
源
太
景
季
と
佐
々
木
四
郎
隆
綱
が
源
頼
朝
か
ら
名
馬
薄
墨
と
生
食
を
下
賜
 
 

さ
れ
る
経
緯
を
語
る
、
語
り
本
系
の
所
謂
「
生
食
の
沙
汰
」
の
章
に
あ
た
る
。
 
 
 

延
犀
本
の
語
り
手
は
、
佐
々
木
に
下
賜
さ
れ
た
生
食
の
呼
称
の
由
来
と
そ
の
 
 

名
馬
ぶ
り
を
語
っ
た
後
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
り
、
感
想
を
述
べ
る
。
 
 

此
程
ノ
大
事
ノ
御
馬
ナ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
「
父
ガ
墓
二
暇
乞
ツ
1
、
十
三
ノ
 
 

遺
書
ヲ
モ
引
コ
シ
、
最
後
ノ
見
参
ニ
モ
参
テ
候
」
ト
粒
々
申
タ
リ
ツ
ル
矧
 
 

ヲ
モ
、
「
神
妙
也
」
ト
被
思
食
ケ
ル
御
感
ノ
ア
マ
リ
こ
、
サ
シ
モ
秘
蔵
シ
 
 

タ
マ
ヒ
ク
ル
生
食
ヲ
給
ハ
リ
ク
リ
ケ
ル
佐
々
木
四
郎
ガ
心
ノ
内
コ
ソ
ユ
～
 
 

シ
ケ
レ
。
何
計
カ
ウ
レ
ン
ト
恩
ケ
ム
。
 
 

食
ヲ
給
ハ
リ
ヌ
ル
弔
、
情
ハ
ゲ
ニ
人
ノ
為
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
リ
ケ
リ
。
 
 

（
傍
線
稿
者
。
以
下
同
。
三
）
 
 
 

本
稿
に
お
い
て
は
、
語
り
手
が
「
古
歌
」
と
し
て
引
く
「
ト
ヘ
カ
シ
ナ
」
と
 
 

い
う
歌
の
典
拠
と
そ
の
典
拠
か
ら
の
離
れ
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
典
拠
と
す
る
 
 

墓
所
ニ
テ
暇
ヲ
乞
、
十
三
年
ノ
追
善
ヲ
引
コ
ン
テ
仕
ル
情
ケ
、
親
ノ
為
ト
 
 

ト
云
古
歌
ノ
風
情
患
7
ハ
セ
ラ
レ
テ
哀
也
。
千
万
ノ
軍
兵
ノ
中
ニ
、
父
ガ
 
 
 

コ
ソ
患
ケ
メ
ド
モ
、
天
神
他
紙
7
ハ
レ
ミ
給
フ
ユ
へ
二
、
鎌
倉
殿
ヨ
リ
生
 
 

ト
ヘ
カ
ン
ナ
ナ
サ
ケ
ハ
人
ノ
タ
メ
ナ
ラ
ズ
ウ
キ
ワ
レ
ト
テ
モ
コ
ヽ
ロ
 
 

ヤ
ハ
ナ
ヰ
 
 

三
六
二
 
と
へ
か
し
な
な
さ
け
は
人
の
み
の
た
め
を
う
き
我
と
て
も
心
や
 
 

は
な
・
き
 
 

と
載
る
。
因
み
に
、
『
西
行
上
人
集
』
 
の
恋
郡
は
全
歌
に
詔
書
が
無
い
。
 
 
 

ま
た
、
西
行
家
集
以
外
で
は
、
宝
浩
二
年
〓
二
四
八
）
 
に
成
っ
た
と
考
え
 
 

ら
れ
て
い
る
私
撰
集
『
万
代
集
』
の
初
標
本
の
巻
第
十
三
「
恋
歌
五
」
に
、
 
 

題
し
ら
ず
 
（
但
シ
、
二
六
〇
一
番
詞
書
）
 
 
 
西
行
法
師
 
 
 

二
六
〇
五
 
う
き
を
う
し
と
お
も
は
ぎ
る
べ
き
わ
が
身
か
は
な
に
と
て
ひ
と
 
 
 

五
九
五
 
と
へ
か
し
な
情
は
人
の
身
の
た
め
を
う
き
我
と
て
も
心
や
は
な
 
 

き
 
 

『
別
本
』
で
は
こ
の
歌
は
五
七
九
番
か
ら
六
二
七
番
に
至
る
 
「
事
月
恋
」
 
の
詞
 
 

書
の
も
と
の
歌
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
 
「
寄
月
恋
」
の
詞
書
は
五
七
九
・
八
 
 

〇
番
二
首
の
み
の
も
の
で
、
五
八
一
番
以
下
の
歌
は
詞
書
を
脱
し
て
い
る
の
で
 
 

あ
り
、
こ
の
歌
の
詞
書
は
不
明
で
あ
る
。
『
西
行
上
人
集
』
で
は
、
恋
郡
に
、
 
 

歌
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
吟
味
し
、
延
岸
本
『
平
家
物
語
』
作
者
が
こ
の
記
事
 
 

に
お
い
て
そ
の
離
れ
を
試
み
た
理
由
と
そ
こ
に
見
ら
れ
る
本
文
形
成
の
態
度
、
 
 

ひ
い
て
は
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
形
成
と
変
容
の
方
向
を
検
討
す
る
。
 
 

（
二
）
 
 
 

ま
ず
、
語
り
手
が
「
思
ア
ハ
セ
」
た
 
「
ト
ヘ
カ
シ
ナ
」
と
い
う
「
古
歌
」
の
 
 

典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
歌
は
、
西
行
詠
歌
の
転
用
と
認
め
て
間
違
い
な
 
 

い
。
西
行
の
諸
家
業
‡
の
中
で
は
、
『
山
家
集
』
 
の
 
「
雑
下
」
 
に
、
 
 

恋
百
十
首
 
（
但
シ
、
一
二
田
一
番
詞
書
）
 
 
 

山
二
八
五
 
と
へ
か
し
な
な
さ
け
は
人
の
身
の
た
め
を
う
き
我
と
て
も
心
や
 
 

は
な
き
 
 

と
載
る
。
ま
た
、
『
別
本
山
家
集
』
 
に
も
、
「
恋
歌
」
と
し
て
載
る
。
即
ち
、
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二
六
〇
六
 
と
へ
か
し
な
な
さ
け
は
ひ
と
の
身
の
た
め
を
う
き
わ
れ
と
て
も
 
 

こ
こ
ろ
や
は
な
き
≡
 
 

と
、
西
行
の
他
の
詠
歌
と
並
べ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勅
撰
集
で
は
、
 
 

文
永
三
年
（
山
二
六
六
）
 
に
成
っ
た
『
続
古
今
集
』
の
 
「
恋
五
」
 
に
、
 
 

だ
い
し
ら
ず
 
（
但
ン
、
一
三
三
六
番
詞
書
）
 
西
行
法
師
 
 

一
三
三
七
 
う
き
世
を
ば
あ
ら
れ
ば
あ
る
に
ま
か
せ
つ
つ
こ
こ
ろ
よ
い
た
く
 
 

も
の
な
お
も
ひ
そ
 
 

一
三
三
八
 
と
へ
か
し
な
な
さ
け
は
人
の
身
d
q
河
村
う
き
わ
れ
と
て
も
こ
 
 

こ
ろ
や
は
な
き
皇
 
 

と
、
こ
ち
ら
も
、
西
行
の
他
の
詠
歌
と
並
べ
ら
れ
て
入
巽
し
て
い
る
。
 
 
 

西
行
の
三
つ
の
家
集
の
記
載
ほ
、
そ
れ
ら
が
自
採
か
他
撰
か
と
い
う
問
題
と
 
 

関
わ
っ
て
そ
の
証
拠
価
値
の
高
低
の
認
定
に
吟
味
の
必
要
は
あ
る
が
、
ひ
と
ま
 
 

ず
、
「
と
へ
か
し
な
」
 
の
歌
を
西
行
詠
と
認
定
す
る
為
の
証
拠
能
力
を
認
め
て
 
 

よ
い
。
『
万
代
集
』
と
『
続
古
今
莞
』
に
載
る
西
行
詠
歌
の
中
に
は
、
『
山
家
 
 

集
』
 
に
も
載
る
「
何
故
に
今
日
ま
で
物
を
屈
は
ま
L
」
の
歌
（
『
万
代
異
』
 
「
 
 

九
五
九
番
・
『
続
古
今
集
』
一
〇
六
九
番
）
が
詠
者
誤
伝
か
と
思
わ
れ
る
他
は
 
 

芝
、
 泳
者
来
信
や
誤
伝
は
な
い
。
こ
の
事
莫
と
西
行
の
家
集
に
載
る
と
い
う
事
 
 

実
と
を
併
せ
て
状
況
証
拠
と
す
る
と
、
こ
の
 
「
と
へ
か
し
な
」
 
の
歌
に
つ
い
て
 
 

両
莞
に
詠
者
誤
伝
が
あ
る
と
考
え
る
必
要
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
 
 
 

要
す
る
に
、
西
行
諸
家
集
に
載
り
『
万
代
黛
』
や
 
『
続
古
今
集
』
 
に
も
入
る
 
 

「
と
へ
か
し
な
」
と
い
う
西
行
歌
は
、
全
て
第
二
・
三
句
か
 
「
な
さ
け
は
人
の
 
 

身
叫
劉
封
」
と
あ
り
廷
摩
本
『
平
家
物
語
』
の
第
二
二
二
句
「
ナ
サ
ケ
八
人
ノ
 
 

烈
刃
刃
引
刃
」
と
の
間
に
い
さ
さ
か
異
文
が
あ
る
か
、
他
に
は
異
文
が
な
く
、
 
 

こ
こ
で
は
同
l
歌
と
認
め
て
よ
い
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
作
者
は
、
西
行
詠
 
 

の
こ
ひ
し
か
る
ら
む
 
 

の
 
「
と
へ
か
し
な
」
の
歌
を
、
第
二
二
二
句
を
「
ナ
サ
ケ
ハ
人
ノ
タ
メ
ナ
ラ
ズ
」
 
 

と
変
え
て
、
佐
々
木
が
生
食
を
下
賜
さ
れ
た
逸
話
に
お
い
て
語
り
手
に
「
古
歌
」
 
 

と
L
て
引
か
せ
、
「
恩
ア
ハ
セ
ラ
レ
テ
哀
也
」
と
語
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
三
）
 
 
 

西
行
の
 
「
と
へ
か
し
な
」
 
の
歌
は
、
そ
の
具
体
的
な
歌
題
や
詔
書
は
明
ら
か
 
 

で
は
な
い
が
、
恋
歌
で
あ
る
。
し
か
も
、
初
句
「
訪
へ
か
し
な
」
か
ら
見
て
、
 
 

女
牲
を
語
り
手
と
す
る
男
性
へ
向
け
て
の
恋
歌
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
歌
の
解
 
 

釈
に
つ
い
て
ほ
、
一
部
分
、
研
究
者
の
問
で
少
々
の
ゆ
れ
か
あ
る
。
凰
巷
景
次
 
 

郎
氏
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
山
家
集
』
 
阜
の
頭
注
に
お
い
て
、
 
 

○
問
へ
か
し
な
 
－
 
訪
問
し
て
下
さ
い
と
、
つ
れ
な
い
相
手
に
呼
び
か
け
 
 
 

た
の
で
あ
る
。
○
情
は
人
の
身
の
為
を
情
を
か
け
る
こ
と
は
脚
劃
叫
 
 
 

刃
人
魂
↓
叫
到
叫
珂
呵
で
も
あ
る
も
の
を
、
の
意
。
○
重
き
我
と
て
も
心
 
 

や
は
な
き
1
忘
れ
ら
れ
た
不
幸
な
自
分
に
も
習
副
．
は
分
る
の
で
す
。
 
 

と
い
う
畔
を
示
さ
れ
た
。
渡
辺
保
氏
も
、
『
西
行
 
山
家
集
全
注
解
』
 
ラ
に
お
 
 

い
て
、
次
の
よ
う
に
、
鳳
巻
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
解
釈
を
示
き
れ
る
。
 
 

訪
ね
て
下
き
い
よ
、
つ
れ
な
い
あ
な
た
よ
。
情
を
か
け
る
こ
と
は
柑
君
 
 

人
 
（
我
）
 
の
身
の
た
め
で
あ
る
も
の
を
。
あ
な
た
に
と
っ
て
い
や
な
私
、
 
 

忘
れ
ら
れ
た
、
不
幸
な
私
だ
と
て
、
並
々
の
人
の
心
が
な
い
わ
け
で
し
ょ
 
 

う
か
、
あ
る
の
で
す
。
（
射
瑚
u
l
利
も
わ
か
る
の
で
す
）
 
 

し
か
る
に
、
後
藤
重
郎
氏
は
、
新
潮
古
典
集
成
『
山
家
集
』
 
竃
頭
注
に
、
 
 
 

自
分
を
訪
れ
て
下
き
い
。
私
を
思
っ
て
下
さ
る
情
け
ほ
軋
瑚
d
動
身
中
和
 
 
 

叫
で
も
あ
り
ま
す
の
に
。
あ
な
た
ゆ
え
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
私
と
て
も
、
 
 
 

あ
な
た
の
こ
と
を
習
煩
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
 
 

せ
ん
。
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後
藤
氏
が
示
さ
れ
る
、
他
の
お
二
人
と
は
違
っ
た
 
「
あ
な
た
の
身
の
た
め
で
 
 

も
あ
り
ま
す
の
に
」
と
い
う
解
や
下
旬
の
別
解
の
可
能
性
は
、
一
に
か
か
っ
て
 
 

第
二
二
二
句
「
情
け
は
人
の
身
の
為
を
」
 
の
解
釈
の
仕
様
に
よ
る
と
言
え
る
。
 
 
 

即
ち
、
第
二
・
三
句
ほ
 
「
私
へ
の
情
け
は
 
（
貴
方
の
相
手
で
あ
る
）
人
 
（
つ
 
 

ま
り
私
）
 
の
身
の
為
で
あ
る
の
に
」
と
「
私
へ
の
情
け
は
 
（
私
に
と
っ
て
の
）
 
 

人
 
（
つ
ま
り
貴
方
）
 
の
身
の
為
で
あ
る
の
に
」
と
の
両
様
の
解
か
さ
れ
て
い
る
 
 

わ
け
で
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
下
旬
も
、
「
辛
い
私
と
て
（
貴
方
を
凰
引
）
心
が
 
 

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
「
辛
い
私
と
て
（
貴
方
を
間
引
）
心
が
な
い
 
 

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
 
と
の
二
様
の
解
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

稿
著
は
、
こ
の
歌
の
語
り
手
が
女
性
で
あ
る
点
を
重
視
し
、
ま
た
、
『
山
家
 
 

集
』
 
の
 
「
恋
百
十
菖
」
が
後
藤
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
 
「
叶
わ
ぬ
恋
中
心
」
 
の
 
 

歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
昌
、
そ
の
直
前
直
後
に
配
さ
れ
た
歌
、
即
ち
、
 
 
 

一
二
八
四
 
持
か
ね
て
ひ
と
り
は
ふ
せ
ど
し
き
た
へ
の
枕
な
ら
ぷ
る
あ
ら
ま
 
 

し
ぞ
す
る
 
 
 

一
二
八
六
 
こ
と
の
は
の
L
も
が
れ
に
し
に
お
も
ひ
に
き
霜
の
な
さ
け
も
か
 
 

ヽ
ら
ま
し
と
は
 
 

か
恨
恋
の
歌
で
あ
る
こ
と
、
『
西
行
上
人
集
』
で
直
前
直
後
に
配
さ
れ
る
歌
、
 
 

三
」
ハ
一
 
拍
の
上
の
人
目
し
ら
れ
し
折
ま
で
は
み
き
を
な
り
け
る
我
心
か
 
 

な
 
 

三
六
三
 
う
ら
み
し
と
お
も
ふ
我
さ
へ
つ
ら
さ
か
な
と
は
で
過
ぬ
る
心
づ
 
 

よ
さ
を
 
 

も
、
『
山
家
集
』
同
様
に
恨
恋
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
『
万
代
集
』
 
『
続
古
 
 

と
い
う
解
釈
を
示
さ
れ
、
そ
の
解
釈
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
付
言
さ
れ
る
。
 
 

下
旬
、
つ
ら
い
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
る
重
き
わ
が
身
で
も
あ
な
た
の
夜
離
 
 

れ
を
恨
山
．
心
は
あ
り
ま
す
、
と
も
解
せ
る
。
 
 

今
集
』
に
こ
の
歌
と
並
べ
て
八
乗
さ
せ
ら
れ
て
い
る
前
引
の
西
行
歌
が
全
て
恨
 
 

恋
と
解
し
得
る
こ
と
、
な
ど
を
考
慮
し
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
。
 
 

訪
ね
て
来
て
下
さ
い
な
、
貴
方
の
恋
人
で
あ
る
私
の
と
こ
ろ
へ
。
殿
方
の
 
 

恋
す
る
人
に
向
け
て
の
情
け
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
恋
す
る
人
の
身
の
た
 
 

め
で
ご
ざ
い
ま
す
も
の
を
。
そ
れ
な
の
に
、
貴
方
は
私
の
と
こ
ろ
へ
情
け
 
 

を
か
け
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
で
す
ね
。
そ
ん
な
貴
方
ゆ
え
に
辛
い
思
い
を
 
 

L
て
貴
方
を
恨
ん
で
い
る
私
と
て
、
貴
方
へ
の
思
い
の
心
は
な
い
と
お
考
 
 

え
な
の
で
し
ょ
う
か
。
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
貴
方
を
 
 

思
い
慕
う
心
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

要
す
る
に
、
稿
者
は
、
第
二
二
二
句
「
情
け
は
人
の
身
の
為
を
」
を
、
こ
れ
 
 

か
恋
歌
で
あ
る
ゆ
え
に
、
「
 
（
恋
の
）
情
け
は
相
手
（
こ
の
場
合
は
「
私
」
）
 
 

の
身
の
為
で
あ
る
も
の
を
」
と
、
一
般
論
と
し
て
把
え
て
解
す
る
の
が
妥
当
で
 
 

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
を
 
「
 
（
恋
の
）
情
け
は
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
ご
自
分
自
身
 
 

の
為
で
も
あ
る
も
の
を
」
と
解
釈
す
る
と
、
こ
の
歌
の
場
合
、
語
り
手
が
歌
う
 
 

下
旬
の
 
「
憂
き
我
と
て
も
」
 
の
 
「
我
」
と
 
「
も
」
と
が
生
き
て
来
ず
、
ま
た
、
 
 

「
恨
恋
」
 
の
歌
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
、
こ
う
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

実
は
、
こ
の
西
行
詠
歌
の
解
釈
が
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
 
に
お
い
て
 
「
ナ
 
 

サ
ケ
ハ
人
ノ
タ
メ
ナ
ラ
ズ
」
と
改
変
さ
れ
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
、
恋
歌
と
し
て
 
 

で
は
な
く
引
か
れ
る
こ
と
な
ど
と
、
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
四
）
 
 
 

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
 
に
 
「
古
歌
」
と
し
て
語
り
手
が
 
「
思
ア
ハ
セ
」
 
て
引
 
 

用
し
た
 
「
卜
へ
カ
シ
ナ
」
 
の
歌
は
、
そ
の
典
拠
で
あ
る
西
行
詠
歌
が
恋
歌
で
あ
 
 

る
に
も
拘
ら
ず
、
恋
歌
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
 
 
 

本
稿
冒
頭
に
引
い
た
よ
う
に
、
延
慶
本
で
は
、
佐
々
木
四
郎
が
父
の
萎
に
昭
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乞
い
に
行
垂
十
三
年
追
善
を
行
っ
た
が
故
に
遅
参
L
た
そ
の
 
「
情
」
を
頼
朝
は
 
 

「
神
妙
也
」
と
感
じ
て
生
食
を
佐
々
木
に
与
え
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
語
 
 

り
手
は
、
そ
の
 
「
憎
」
を
「
親
ノ
為
ト
コ
ソ
思
ケ
メ
ド
モ
」
 
 

は
な
い
と
し
、
「
情
ハ
ゲ
ニ
人
ノ
為
三
 
ハ
ア
ラ
ザ
リ
ケ
リ
」
 
 

延
慶
本
で
は
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

コ
レ
モ
又
、
佐
々
木
痴
三
秀
能
ガ
、
平
治
合
戦
之
時
、
 
 

ケ
ル
ガ
、
叶
ハ
ズ
シ
テ
、
引
ケ
ル
ュ
、
左
馬
頭
義
朝
ヲ
ノ
バ
サ
ム
ト
テ
、
 
 

五
十
余
騎
ニ
テ
、
五
条
河
原
四
条
楕
辺
マ
デ
ニ
返
合
′
1
戟
ケ
レ
ド
モ
、
 
 

叶
ハ
ズ
、
平
家
ノ
軍
兵
多
ク
責
釆
ケ
レ
バ
、
兄
弟
五
騎
ニ
ナ
リ
テ
、
義
朝
 
 

ノ
引
ツ
ル
方
へ
ト
志
テ
、
北
山
へ
向
ケ
ル
ガ
、
「
我
引
方
へ
ゾ
敵
モ
オ
ハ
 
 

ム
．
ス
ラ
ム
。
猶
義
朝
ヲ
ノ
バ
サ
ム
」
 
ト
思
テ
、
引
力
ヘ
シ
、
粟
田
口
へ
向
 
 

ヒ
ケ
ル
程
ニ
、
伊
藤
武
者
景
綱
二
行
相
テ
、
一
人
モ
ノ
コ
ラ
ズ
打
レ
ニ
ケ
 
 

リ
。
其
時
、
鎌
倉
願
モ
、
十
二
才
ニ
テ
、
父
ノ
御
共
ニ
オ
ハ
シ
ケ
レ
バ
、
 
 

「
此
等
ノ
事
典
ヲ
屈
食
忘
レ
給
ハ
ズ
シ
テ
、
今
生
食
ヲ
拾
ハ
リ
ケ
ル
カ
」
 
 

ト
ゾ
申
ケ
ル
ロ
 
 

と
平
治
の
合
戦
の
際
の
一
件
を
回
想
す
る
。
佐
々
木
源
三
秀
能
と
は
隆
綱
の
父
 
 

で
あ
る
。
秀
能
は
頼
朝
の
父
義
朝
の
為
に
討
死
に
し
た
。
そ
の
秀
能
の
忠
義
を
 
 

囁
朝
は
忘
れ
て
は
い
な
い
。
秀
能
の
子
の
隆
綱
が
父
の
墓
に
詰
り
追
蕃
を
し
た
 
 

為
に
頼
朝
の
許
へ
着
く
の
が
遅
れ
た
が
、
そ
の
 
「
情
ケ
」
を
 
「
神
妙
也
」
と
し
 
 

て
頼
朝
は
陸
綱
に
生
食
を
与
え
た
、
こ
う
い
う
わ
け
な
の
で
あ
る
。
ま
き
に
、
 
 

語
り
手
の
言
う
と
お
り
「
情
ハ
ゲ
ニ
人
ノ
為
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
リ
ケ
リ
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
延
鹿
本
の
記
事
を
辿
る
と
、
「
ト
へ
カ
ン
ナ
」
の
歌
は
、
典
拠
 
 

の
意
味
と
は
異
な
っ
た
考
え
を
示
す
目
的
で
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

先
ず
「
ト
ヘ
カ
ン
ナ
」
は
、
「
 
（
私
の
所
へ
）
訪
へ
か
し
な
」
 
で
は
な
く
「
 
 

（
昔
の
事
を
）
問
へ
か
L
な
」
 
で
あ
る
。
昔
の
一
件
を
思
い
合
せ
て
下
さ
い
、
 
 

実
は
そ
れ
だ
け
で
 
 

と
感
想
を
語
る
。
 
 

引
用
に
続
い
て
、
 
 

六
波
羅
へ
寄
ク
リ
 
 

享
受
者
よ
、
で
あ
る
。
「
ナ
サ
ケ
ハ
人
ノ
タ
メ
ナ
ラ
ズ
」
は
、
延
鹿
本
の
本
文
 
 

で
は
、
「
揖
ノ
為
ト
コ
ソ
恩
ケ
メ
ド
モ
」
と
「
人
」
を
親
と
し
て
い
る
が
、
当
 
 

然
、
「
秀
能
が
義
朝
に
尺
、
し
た
 
『
情
け
』
 
つ
ま
り
忠
義
は
、
相
手
つ
ま
り
義
朝
 
 

の
為
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
秀
絶
の
子
で
 
 

あ
る
隆
綱
が
義
朝
の
子
の
頼
朝
か
ら
生
食
を
下
賜
き
れ
る
と
い
う
報
い
と
な
っ
 
 

て
あ
ら
わ
れ
た
」
と
い
う
意
味
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
。
下
旬
「
ウ
キ
ワ
レ
 
 

ト
テ
モ
コ
ー
ロ
ヤ
ハ
ナ
ヰ
」
も
、
こ
う
見
る
と
、
ご
く
自
然
に
解
釈
で
き
る
。
 
 

即
ち
、
「
遅
参
す
る
と
い
う
、
思
い
の
ま
ま
に
な
ら
ず
辛
い
思
い
を
し
た
私
と
 
 

て
、
頼
朝
様
の
こ
と
を
思
う
心
が
な
い
は
ず
が
な
い
で
は
ご
ぎ
い
ま
せ
ん
」
 
の
 
 

意
味
に
 
「
思
ア
ハ
セ
」
 
て
語
り
手
は
語
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
延
慶
本
の
語
 
 

り
手
は
、
こ
の
歌
の
語
り
手
を
隆
綱
の
立
場
に
置
塞
換
え
て
西
行
歌
を
引
き
、
 
 

そ
れ
を
 
「
古
歌
ノ
風
情
」
と
見
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
冒
頭
に
引
い
た
延
慶
本
の
記
述
は
、
そ
の
直
前
に
語
ら
れ
て
い
る
、
 
 

佐
々
木
四
郎
陸
綱
、
鎌
倉
殿
こ
参
ク
リ
。
「
イ
カ
二
今
マ
デ
遅
カ
リ
ッ
ル
 
 

ゾ
」
 
卜
宣
へ
バ
、
「
老
少
不
定
ノ
堺
ニ
テ
候
シ
上
、
合
戦
ノ
通
二
同
キ
候
 
 

事
、
再
ピ
故
郷
二
帰
ル
べ
シ
ト
モ
存
ゼ
ズ
候
7
ヒ
ダ
、
父
こ
テ
幌
シ
者
ノ
 
 

墓
所
二
職
乞
候
ツ
ル
次
ニ
、
十
三
年
ノ
追
善
ヲ
引
コ
シ
テ
仕
り
候
ツ
ル
間
、
 
 

遅
参
仕
テ
候
。
ヤ
ガ
テ
ア
レ
ヨ
リ
コ
ソ
打
出
ベ
タ
候
ツ
レ
ド
モ
、
鞘
ノ
幸
 
 

葦
ヲ
引
コ
シ
候
程
こ
、
無
常
ヲ
観
ジ
候
ナ
ガ
ラ
、
争
力
今
一
度
ミ
モ
マ
ヒ
 
 

ラ
セ
ミ
ヘ
モ
マ
ヒ
ラ
セ
候
ハ
デ
ハ
候
ペ
キ
ト
存
候
テ
、
参
テ
候
」
 
ト
テ
、
 
 

フ
シ
メ
ニ
ゾ
ナ
リ
ク
リ
ケ
ル
ロ
 
 

と
い
う
佐
々
木
の
遅
参
の
申
し
開
き
の
件
と
、
佐
々
木
に
生
食
を
与
え
た
い
と
 
 

は
思
う
も
の
の
先
に
梶
原
が
望
ん
だ
に
も
拘
ら
ず
惜
L
く
て
薄
墨
の
方
を
与
え
 
 

た
手
前
「
イ
カ
ヾ
ス
ぺ
ヰ
」
と
困
惑
す
る
額
朝
の
言
葉
に
対
す
る
佐
々
木
の
、
 
 

梶
原
ガ
千
万
ノ
憤
ハ
サ
モ
候
ハ
ヾ
候
へ
。
一
疋
ノ
生
食
ヲ
袷
テ
コ
ソ
、
生
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前
ノ
名
誉
ヲ
末
代
二
伝
へ
、
後
生
ノ
面
目
ヲ
聞
王
ノ
庁
庭
ニ
ホ
ド
コ
シ
候
 
 

ハ
ム
ズ
レ
。
其
上
、
臥
士
ト
ナ
リ
候
テ
、
梶
原
ガ
暇
ヲ
ナ
ド
カ
ー
往
陳
ジ
 
 

開
カ
デ
ハ
候
べ
ヰ
。
山
切
ク
ル
シ
カ
ル
マ
ジ
ク
候
。
 
 

と
い
う
答
え
と
の
、
二
つ
の
記
述
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
 
 

い
。
こ
れ
ら
前
後
の
記
事
の
全
て
が
、
語
り
手
が
 
「
思
ア
ハ
セ
ラ
レ
」
 
て
「
古
 
 

歌
」
 
と
し
て
引
く
歌
の
中
の
第
二
・
三
句
「
ナ
サ
ケ
ハ
人
ノ
タ
メ
ナ
ラ
ズ
」
と
 
 

い
う
語
句
に
示
き
れ
た
考
え
方
に
収
束
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
延
厚
木
作
 
 

者
は
、
巧
み
に
工
夫
し
て
 
「
卜
へ
カ
ン
ナ
」
の
歌
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
五
）
 
 
 

『
平
家
物
語
』
諸
本
を
見
る
と
、
こ
の
廷
廣
本
の
よ
う
に
、
佐
々
木
が
父
の
 
 

追
善
の
為
に
遅
参
し
た
と
い
う
理
由
の
陳
述
や
、
遅
参
の
理
由
に
感
じ
て
頼
朝
 
 

が
生
食
を
与
え
た
と
す
る
本
は
多
く
な
い
。
他
本
の
記
事
は
、
長
門
本
は
、
 
 

そ
の
後
佐
々
木
四
郎
高
綱
、
上
洛
の
い
と
ま
申
L
に
参
り
た
り
け
れ
ば
、
 
 

兵
衛
佐
い
か
ヾ
お
も
は
れ
け
ん
、
こ
の
馬
に
乗
り
て
宇
治
川
の
先
か
け
て
 
 

高
名
せ
よ
と
て
、
か
の
秘
蔵
の
池
月
看
た
ぴ
て
け
り
。
面
目
い
ふ
ば
か
り
 
 

な
し
。
 
（
巷
十
六
）
 
 

と
す
る
の
み
で
あ
る
。
『
源
平
盛
衰
記
』
も
、
親
朝
の
 
「
如
何
、
御
辺
は
此
間
 
 

は
近
江
に
在
国
と
聞
ば
、
志
あ
ら
ば
軍
兵
上
洛
に
何
て
、
京
へ
ぞ
上
給
ほ
ん
ず
 
 

ら
ん
と
相
存
る
に
、
い
つ
下
向
ぞ
」
と
い
う
問
い
に
、
佐
々
木
高
綱
が
、
 
 

今
一
度
見
参
に
も
入
、
卸
暇
を
も
申
さ
ん
為
、
又
、
い
づ
く
の
討
手
に
向
 
 

へ
共
、
憶
の
仰
を
も
薫
ら
ん
料
に
、
正
月
五
日
の
卯
別
に
、
佐
々
木
の
棺
 
 

を
打
出
て
、
三
箇
日
の
程
に
、
鎌
倉
に
下
着
し
侍
り
。
且
は
下
向
せ
ず
し
 
 

て
、
自
由
の
東
上
も
其
恐
あ
り
と
存
、
棄
の
所
存
に
よ
り
て
罷
下
れ
り
。
 
 

志
は
加
様
に
は
こ
1
ひ
奉
り
た
れ
共
、
一
匹
持
侍
り
つ
る
馬
は
地
場
じ
ぬ
。
 
 

親
き
者
と
云
、
知
音
と
申
、
人
々
面
々
に
打
立
間
、
誰
属
一
匹
を
も
尋
乞
 
 

ペ
し
と
も
覚
ね
ば
、
如
何
仕
侍
る
ペ
き
と
心
労
L
て
、
大
名
小
名
既
に
上
 
 

り
ぬ
れ
共
、
今
ま
で
は
角
て
候
也
（
巷
第
三
十
四
・
佐
々
木
賜
生
食
）
 
 

と
答
え
た
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
『
源
平
闘
詳
録
』
も
、
ご
く
簡
潔
に
、
 
 

又
、
佐
々
木
四
郎
高
綱
、
参
御
前
申
、
今
度
宇
治
楕
定
披
引
候
覧
、
無
馬
 
 

候
、
為
何
不
覚
可
仕
先
懸
候
、
賜
生
食
、
係
兵
先
候
申
、
（
第
八
上
）
 
 

と
す
る
の
み
で
あ
る
。
四
部
合
戦
伏
木
は
、
他
本
と
異
な
り
、
宇
治
川
先
陣
争
 
 

い
を
語
っ
た
後
に
、
名
馬
生
済
を
佐
々
木
が
下
賜
さ
れ
た
件
を
語
る
。
即
ち
、
 
 

其
故
、
高
綱
遅
参
、
佐
殿
、
何
運
被
仰
、
仕
親
葬
送
候
、
依
垂
君
仰
、
茶
 
 

毘
未
見
了
、
参
候
、
双
眼
涙
浮
、
鎌
倉
殿
、
有
御
感
、
腸
此
馬
、
（
九
）
 
 

高
綱
が
耕
の
葬
送
の
為
に
遅
参
し
た
と
す
る
点
は
延
産
本
と
似
る
と
こ
ろ
が
あ
 
 

る
が
、
延
農
本
の
よ
う
に
は
秀
能
と
義
朝
の
平
治
の
一
件
を
持
ち
出
す
わ
け
で
 
 

も
な
く
、
「
と
へ
か
し
な
」
 
の
歌
を
引
き
合
い
に
出
す
わ
け
で
も
な
い
。
 
 
 

し
か
る
に
、
鎌
倉
本
の
記
述
は
、
歌
は
無
い
が
延
豪
本
と
一
部
合
致
す
る
。
 
 

佐
々
木
四
郎
高
網
ガ
暇
中
二
参
ク
リ
ケ
ル
ニ
、
「
所
望
ノ
者
多
少
モ
有
卜
 
 

其
奉
公
ヲ
恩
バ
、
和
殿
及
モ
不
屈
疎
。
存
知
セ
ヨ
。
是
こ
乗
テ
手
持
川
ノ
 
 

其
前
仕
レ
」
 
ト
、
活
食
ヲ
佐
々
木
四
郎
ニ
ゾ
給
リ
ケ
ル
。
此
馬
ヲ
給
テ
、
 
 

御
前
ヲ
罷
立
ト
テ
、
余
ノ
嬉
サ
ニ
、
打
洞
グ
ム
デ
申
ケ
ル
ハ
、
「
身
熱
風
 
 

圃
「
利
巧
間
到
咽
り
珂
早
 

候
べ
シ
。
『
宇
治
河
デ
死
ム
デ
候
』
ト
聞
召
レ
候
バ
、
『
人
二
先
ヲ
被
為
 
 

テ
ナ
リ
』
ト
屈
食
候
へ
。
『
未
痛
テ
候
』
卜
聞
召
候
バ
、
『
冠
テ
先
陣
ヲ
 
 

バ
為
ツ
ラ
ム
者
ヲ
』
ト
思
食
レ
候
へ
」
ト
申
切
テ
、
御
前
ヲ
立
ツ
。
参
会
 
 

シ
タ
ル
大
名
小
名
、
是
ヲ
聞
テ
皆
、
「
広
量
ノ
申
様
哉
」
ト
私
語
逢
り
。
 
 
 

戟
二
致
忠
。
中
二
モ
平
治
ノ
合
戦
ノ
時
、
六
条
河
原
こ
テ
不
惜
命
投
キ
 
 

モ
、
和
殿
ガ
父
秀
義
ハ
、
故
左
馬
頭
殿
二
奉
属
テ
、
保
一
 
 平山
仙
南
覿
．
ハ
宙
 
 
 

0  
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こ
れ
は
、
百
T
 
t
十
句
本
・
平
松
家
本
も
は
ぼ
同
じ
本
文
な
の
で
あ
る
。
「
身
為
 
 

恩
便
、
命
ハ
俵
義
軽
」
は
、
新
潮
古
典
集
成
の
頭
注
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
 
 

『
後
漢
書
』
 
の
引
用
で
あ
る
。
こ
れ
を
引
く
こ
と
は
、
延
慶
本
作
者
が
 
「
卜
へ
 
 

カ
シ
ナ
」
 
の
歌
を
引
く
こ
と
と
一
脈
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

寛
一
本
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
語
り
本
系
譜
本
の
記
事
を
、
寛
一
本
の
 
 

本
文
を
以
っ
て
代
表
さ
せ
て
示
す
と
、
梶
原
が
摺
墨
を
賜
っ
た
件
に
続
い
て
、
 
 

佐
々
木
四
郎
高
綱
が
い
と
ま
申
し
に
ま
い
ッ
た
り
け
る
に
、
鎌
倉
殿
、
い
 
 

か
ヾ
お
ぼ
L
め
さ
れ
け
ん
、
「
所
望
の
物
は
い
く
ら
も
あ
れ
ど
も
、
存
知
 
 

せ
よ
」
と
て
、
い
け
ず
き
を
佐
々
木
に
た
ぶ
。
佐
々
木
、
畏
て
申
け
る
は
、
 
 

「
高
綱
、
こ
の
御
馬
で
、
宇
治
何
の
ま
ッ
さ
奮
わ
た
し
候
ぺ
し
。
『
宇
治
 
 

何
で
死
て
候
』
と
き
こ
し
め
し
1
二
ハ
は
ば
、
『
人
に
さ
き
を
せ
ら
れ
て
ン
げ
 
 

り
』
と
お
ほ
し
め
し
候
へ
。
『
い
ま
だ
い
き
て
候
』
 
と
き
こ
し
め
さ
れ
候
 
 

は
ば
、
『
定
て
先
陣
を
ば
し
っ
ら
ん
物
を
』
と
お
は
し
め
さ
れ
候
へ
」
と
 
 

て
、
御
ま
へ
を
ま
か
り
た
つ
。
参
会
し
た
る
大
名
小
名
、
み
な
 
「
荒
涼
の
 
 

申
様
か
な
」
と
さ
ゝ
や
き
あ
へ
り
。
（
巻
第
九
「
宇
治
川
の
事
」
）
 
 

と
あ
る
。
葉
子
十
行
本
・
流
布
本
等
も
は
ば
同
文
で
あ
る
。
後
半
部
分
は
鎌
倉
 
 

本
等
の
本
文
と
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
鎌
倉
本
等
の
佐
々
木
の
父
の
秀
能
の
平
 
 

治
に
お
け
る
寧
公
を
語
る
箇
所
が
覚
l
本
等
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
の
か
、
鎌
 
 

倉
本
等
が
そ
の
記
事
を
増
補
L
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
判
秋
川
と
は
L
な
い
が
。
 
 
 

佐
々
木
が
生
食
を
下
賜
さ
れ
た
理
由
に
、
父
秀
能
の
追
善
を
し
た
件
を
挙
げ
 
 

る
の
が
延
慶
太
、
開
の
葬
送
を
挙
げ
る
の
が
四
部
合
戦
状
本
、
秀
能
の
平
治
の
 
 

合
戦
時
の
奉
公
を
挙
げ
る
の
が
延
農
本
・
鎌
倉
本
・
盲
一
一
十
句
本
・
平
松
家
本
 
 

等
と
い
っ
た
具
合
で
、
延
慶
本
と
部
分
的
に
似
る
と
こ
ろ
の
あ
る
本
が
あ
る
に
 
 

過
ぎ
な
い
。
全
く
同
じ
様
成
の
伝
本
は
な
い
の
で
あ
る
。
『
後
僅
書
』
 
の
文
句
 
 

を
引
く
鎌
倉
本
等
に
延
慶
本
と
軌
を
一
に
す
る
構
成
意
識
が
認
め
ら
れ
る
も
の
 
 

に
は
調
査
の
準
備
が
な
い
が
、
西
行
が
 
「
情
け
は
人
の
身
の
為
を
」
と
詠
ん
だ
 
 

の
は
こ
の
成
語
を
言
い
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
平
安
時
代
末
期
に
は
成
っ
 
 

て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
西
行
は
そ
れ
を
恋
歌
に
詠
み
込
ん
だ
。
延
慶
本
『
平
 
 

家
物
語
』
 
の
作
者
は
、
そ
の
西
行
詠
歌
を
、
普
通
用
い
る
の
と
同
じ
意
味
と
言
 
 

い
回
し
に
戻
し
、
佐
々
木
が
生
食
を
下
賜
さ
れ
る
記
事
に
お
い
て
、
語
り
手
に
 
 

「
思
7
ハ
サ
レ
」
た
と
し
て
引
用
し
た
。
そ
れ
も
、
佐
々
木
が
 
「
位
々
申
タ
リ
 
 

ソ
ル
情
l
」
に
頼
朝
が
感
心
し
た
と
し
、
「
十
三
年
ノ
追
善
ヲ
引
コ
シ
テ
仕
ル
惜
 
 

叫
」
を
天
神
地
祀
が
哀
れ
ん
だ
と
し
た
上
で
、
「
讐
ゲ
ニ
人
ノ
為
ニ
ハ
ア
ラ
 
 

ザ
リ
ケ
リ
」
と
、
こ
の
歌
の
意
味
巷
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
ま
で
の
感
想
を
付
 
 

し
て
。
こ
の
構
想
が
、
数
多
い
 
『
平
家
物
語
』
改
作
着
た
ち
の
中
で
も
、
延
暦
 
 

本
作
者
の
み
が
構
え
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
は
注
目
き
れ
る
。
 
 
 

廷
慶
本
『
平
家
物
語
』
作
者
は
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
崇
徳
院
説
話
つ
ま
り
 
 

第
丁
末
「
榊
七
 
西
行
讃
岐
院
萎
所
二
詣
ル
事
」
に
お
い
て
、
西
行
を
、
作
中
 
 

場
面
に
名
前
を
隠
す
こ
と
な
く
登
場
さ
せ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
 
「
梶
 
 

原
与
佐
々
木
馬
所
望
事
」
 
の
記
事
に
お
い
て
は
、
「
ト
ヘ
カ
シ
ナ
」
 
の
歌
を
こ
 
 

と
さ
ら
に
「
古
歌
」
と
し
、
西
行
の
名
前
を
隠
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
恋
の
歌
 
 

を
恋
と
は
全
く
異
な
っ
た
事
件
の
感
想
を
示
す
為
に
引
い
た
こ
と
、
そ
の
歌
語
 
 

を
大
き
く
改
め
た
こ
と
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
大
き
く
変
え
た
こ
と
、
こ
 
 

れ
ら
が
与
っ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
産
屋
本
の
作
者
は
「
情
け
は
人
の
為
 
 
 

の
、
「
古
歌
」
と
し
て
西
行
の
 
「
と
へ
か
L
な
」
の
歌
を
歌
形
を
変
え
て
引
く
 
 

の
は
延
犀
本
の
み
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
、
『
平
家
物
語
』
本
文
流
伝
 
 

史
の
流
れ
の
中
で
延
唐
本
作
者
の
み
が
構
え
た
一
つ
の
虚
構
と
見
る
他
な
い
。
 
 

（
六
）
 
 
 

「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」
と
い
う
成
語
が
い
つ
ご
ろ
成
っ
た
の
か
、
稿
者
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な
ら
ず
」
と
い
う
成
語
を
、
こ
の
名
馬
下
賜
争
い
に
お
い
て
佐
々
木
が
勝
利
を
 
 

得
た
と
い
う
逸
話
の
主
題
と
し
て
用
い
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
 
 

成
語
を
成
語
の
ま
ま
引
く
た
け
で
は
能
が
な
い
と
判
断
し
、
既
に
西
行
が
意
味
 
 

を
変
え
て
歌
の
中
に
用
い
た
こ
の
成
語
を
、
詠
著
名
を
伏
せ
、
「
古
歌
」
と
呼
 
 

ん
で
、
こ
の
記
事
に
お
け
る
自
分
の
目
的
の
通
り
の
語
句
に
戻
し
て
引
い
た
の
 
 

で
あ
る
。
西
行
詠
と
明
示
L
て
こ
の
一
ト
ヘ
カ
シ
ナ
」
 
の
歌
を
引
く
程
ま
で
の
 
 

乱
暴
さ
は
延
塵
本
の
作
者
に
ほ
な
か
っ
た
、
と
福
音
ほ
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

歴
史
事
実
を
素
材
と
し
つ
つ
歴
史
事
実
の
ま
ま
で
は
な
い
題
材
に
作
り
変
え
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
■
q
l
 
『
平
家
物
語
』
 
を
創
り
上
げ
て
い
っ
た
延
慶
本
作
者
で
あ
 
 

る
が
、
勝
手
気
値
に
典
拠
や
事
実
を
曲
げ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
 
「
ト
ヘ
カ
 
 

シ
ナ
」
 
の
歌
を
主
題
も
語
句
・
表
現
も
変
え
た
が
為
に
詠
者
西
行
の
名
を
伏
せ
 
 

た
態
度
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
の
節
度
を
保
っ
て
 
『
平
家
物
語
』
 
 

を
削
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
情
け
は
人
の
身
の
為
を
」
 
と
 
「
ナ
サ
ケ
ハ
人
ノ
 
 

タ
メ
ナ
ラ
ブ
」
と
の
差
異
は
、
小
さ
な
差
異
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
平
家
物
語
』
 
の
他
の
伝
本
・
異
種
本
が
こ
の
歌
を
こ
の
 
「
生
食
の
沙
汰
」
 
 

に
当
た
る
記
事
に
お
い
て
引
か
な
い
理
由
は
、
判
然
と
し
な
い
。
他
本
の
改
作
 
 

者
が
、
西
行
歌
の
言
い
替
え
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
敢
え
て
こ
の
和
歌
を
以
 
 

っ
て
す
る
感
想
を
削
っ
た
の
か
、
西
行
詠
歌
と
は
知
ら
ず
に
削
っ
た
の
か
、
逆
 
 

に
、
延
慶
本
作
者
の
方
か
他
本
の
ご
と
き
本
文
に
佐
々
木
の
遅
参
の
理
由
を
語
 
 

る
記
事
を
加
筆
し
た
の
か
、
鎌
台
本
等
の
ご
と
き
構
成
に
延
慶
本
が
加
筆
し
た
 
 

の
か
、
皆
目
見
当
か
つ
か
な
い
。
た
た
、
い
わ
ゆ
る
語
り
本
系
の
諸
本
に
は
西
 
 

行
は
登
場
せ
ず
、
ま
た
西
行
の
歌
か
引
か
れ
る
こ
と
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
い
 
 

わ
ゆ
る
読
み
本
系
の
諸
本
の
中
に
は
西
行
か
登
場
し
、
あ
る
い
は
西
行
の
歌
が
 
 

引
か
れ
る
伝
本
が
あ
る
。
四
部
合
戦
状
本
の
巻
九
に
も
、
｛
示
盛
の
詠
と
L
て
、
 
 

外
二
思
フ
歎
キ
ナ
ラ
ネ
バ
誰
二
カ
ハ
自
身
外
ニ
ハ
可
間
覧
 
 

と
、
西
行
の
詠
歌
が
、
西
行
の
名
を
伏
せ
て
、
歌
語
を
一
部
変
え
て
、
用
い
ら
 
 

れ
る
例
が
あ
る
。
か
よ
う
な
似
た
事
例
は
、
留
意
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
う
。
 
 
 

「
生
食
の
沙
汰
」
は
、
延
慶
本
の
ご
と
き
構
想
が
源
流
に
な
っ
て
他
の
諸
本
 
 

の
ご
と
き
本
文
へ
変
容
し
て
行
っ
た
と
考
え
る
。
「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」
 
 

の
成
語
を
主
尭
と
し
て
語
ら
れ
る
佐
々
木
の
名
馬
下
賜
争
い
勝
利
談
か
ら
、
宇
 
 

治
川
先
陣
争
い
の
前
直
き
の
話
へ
と
、
質
が
変
え
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
1
）
 
『
平
家
物
語
』
諸
本
は
、
以
下
の
文
献
に
拠
り
、
濁
点
■
句
読
点
等
を
 
 

付
し
て
引
く
。
延
慶
本
 
（
汲
古
書
院
影
印
）
・
長
門
本
 
（
岡
山
大
学
本
）
 
 
 

・
源
平
盛
衰
記
 
（
国
民
文
庫
）
・
源
平
闘
浮
録
 
（
和
泉
書
院
影
印
）
・
四
 
 

部
合
戦
状
本
 
（
斯
道
文
庫
編
校
影
印
）
・
鎌
倉
本
 
（
古
典
研
究
会
叢
書
）
 
 
 

・
百
二
十
句
本
 
（
新
潮
古
典
集
成
）
・
寛
一
本
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
 
 

（
2
）
西
行
の
家
集
は
、
久
保
田
淳
氏
編
『
西
行
全
集
』
 
に
拠
る
。
「
別
本
山
 
 

京
菜
」
は
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
『
平
安
私
家
集
』
所
収
に
拠
る
。
 
 

な
お
、
管
見
に
入
っ
た
諸
家
莞
の
諸
伝
本
の
本
文
を
も
参
照
し
た
。
 
 

（
3
）
 
『
万
代
集
』
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
に
拠
る
。
 
 

（
4
）
 
『
続
古
今
集
』
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
に
拠
る
。
 
 

（
5
）
拙
稿
「
『
山
家
集
』
所
載
西
行
歌
一
首
存
額
」
 
（
「
文
芸
言
語
研
究
」
 
 

六
・
七
、
昭
和
五
六
年
1
2
月
・
去
七
年
1
2
月
）
 
に
お
い
て
検
討
し
た
。
 
 

（
6
）
 
『
山
家
集
金
塊
和
歌
集
』
 
（
昭
和
三
六
年
4
月
）
む
頭
注
は
、
風
巻
氏
 
 

の
逝
去
の
為
、
小
島
吉
雄
民
ら
が
凰
巷
説
を
整
理
■
加
筆
さ
れ
た
も
の
。
 
 

（
7
）
 
『
西
行
 
山
家
集
全
注
解
』
 
（
昭
和
四
六
年
1
月
）
。
 
 

（
8
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
山
家
集
』
 
（
昭
和
五
七
年
4
月
）
。
 
 

（
9
）
 
「
素
材
■
題
材
」
 
の
語
は
小
西
甚
一
氏
「
分
析
批
評
の
あ
ら
ま
し
」
 
（
 
 

「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
四
二
年
5
月
）
 
に
従
う
。
 
 
 


